
墳 形 と位 置 関 係
―

1 はじめに

正福寺裏山古墳群について、名称のみは周

た知 られている事は事実である。 しか しなが

ら福山市史には

「 ③正福寺山前方後円墳

山腹の稜線に存在 し、二基上下に位置

し、 1基は後円部の直径 12協 。高 さ 5π

・前方部共に長径21″ ・他の 1基 は後円

部直径15π ・高 さ 5π ・長径25π で表面

は葺石におおわれて埴輪円筒片が散在 し

ている。か って上方の 1基の後円部か ら

・直刀片、土師器等が採集 され、竪穴式

か、箱式棺風の石室が所在 したと土llLの

人は伝 えてい る。 」

と記載 されてい るだけで、位置についての詳

細は把握 し難 く、又、墳形について も前方後

円墳 と記載 されているに も拘 らず、円墳 とす

る人 々 も多 く、墳丘の測量図のない現在に於

て明確に前方後円墳 と断定 し難い状況である。

そこで、当会古墳研究部会独 自で正福寺裏山

1号墳の地形測量を行い、次の様な測量図が

得 られたのでここに報告 し、この測量図を も

とにして墳形 について考 えてみたい と思 う。

合わせて、当古墳群内に於ての位置関係につ

いて も考 えてみたい。

尚、地形測量には昭和59年 9月 8日 ・ 9月 9

日・10月 6日 ・10月 7日 の 4日 間を費 し、

篠原芳秀・田辺英男・山口哲晶・田口義之・

山根弘人・棗田英夫・佐藤洋一・井川博文・

安原誉佳 ・七森義人の相互協力で実施 した。

2 位置と環境

正福寺裏山古墳群は、福山市加茂町下加茂

中組の正福寺背後のほぼ南西か ら北東方向に

のびる低丘陵上に存在す るが、 この丘陵か ら

は標高88π と低いに も拘 らず加茂平野を一望

に見渡せる好所 にある。

この古墳群か らは、加茂川をはさんで平野の

東丘陵側・東南の方向に、前期古墳で列石 を

持 った円墳の石槌 1号古墳・同 2号磐
4た

及び

5世紀前半よ

り6世紀後半

頃まで営まれ

た吹越古墳群
(5)

があ り、さら

に谷をはさん

で北方には中

野古磐ふある。
これ らの古墳

群は全て当古

|1守彎や彎彎彎彎彎警響響轡彎晰儡墳群より視界
に入 る事がで

きる位置にあ

る。又、当古

墳群の背後の

山稜には桑木正福寺裏山古墳群遠景
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古磐錠下カロ茂古墳:翠 掛迫Jヒ 古墳群Ψ さらに、

竪穴式石室 を 2基持つ掛迫前方後円墳のある

掛迫古墳計おゞある。さらに、当古墳群 より北

方の谷をはさんだ北側 に も倉田古墳課
9!内

山

古墳ど た終末期古墳の猪の子古碧辱 が存在 し、

当古墳群の周囲は 1大古墳群地帯 となってい

る。

5 内部主体と出土遺物について

正福寺裏山 1号墳の発見の経緯について、

正福寺住職渡辺達麿氏によれば、大正の終 り

頃、石工が石材を取 り出そうとして堀 り起 し

てみ ると、中に茶色に変色した人骨があ り、

古墳 と判明 したとの事である。

主体部の形態については残念なが ら記憶が不

鮮明の為 、竪穴式石室なのか、箱式石棺なの

かは確認できなか ったが、現在墳頂部に くば

みが残 り、周囲に数個の石材が散乱 している。

尚、 くばみの周囲を トレンチ棒にて探査 をし

てみると、未だ地表面下に石材が埋 っている

可能性 も考え られる。
①

出土遺物については、石室内より刀・朱の

入 った壺が出土 したとい う。 しか しなが ら両

()内 の番号は

地図上の番号

をさす。

4 位置関係について

福山市史によれば、「 2基上下に位置 し…

… (省略 )他 の 1基
たデ

号墳 )は 後円部直

径15π・高 さ5π・長径あπで表面は葺石に

おおわれて埴輸円筒片が散在 してい る。 」と

している。

ところが ここに、合の坪前方後円墳 とい う古

墳がある。府中高校出身の近藤正氏が発見 し
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図 1 加茂平野古墳分布図
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たとあ り、位置は加茂町小字合の坪で、倉大

明神の本殿の西北西 2110π・標高60π の丘陵

上にある。前方部を東に、後円部 を西に向け、

全長 297π ・後円部径 188π ・高 さ 2″ ・ 前

方部幅 4.3π ・高さ 1.lπ の前方後円墳で、

膏
[』聾[1撼毅層ぶ』 t翼ヽ 者ともに略測

の為に正確 さを欠 き、違いを生 じた もの と思

われ るが、葺石 、埴輪片が存在す るとい う特

長が一致 し、位置について も、地元の児玉光

正氏によれば、正福寺裏山 2号墳の位置の他

壇県房ilま猿善翫 角畠働層喬昌各言署野象暑

在 してお り、墳丘の北側 を往時道が通 ってお

り、その道の形状か ら前方後円墳であったこ

とを指摘 された。又、河相清人氏 も同様の事

を指摘 された。

以上の事 より、正福寺裏山 2号墳 と合の坪

前方後円墳 とは同一の古墳 と考 えた方が よさ

そうである。そうす ると、同一古墳に 2つ の

名称が重複 しては混乱 を招 きやすい結果 とな

り、統一 された名称を与 える事が急務である

と考える。そこで当地の小字名である合の坪

前方後円墳 と新たに命名することをここに提

案 したい。

5 墳形について

正福寺裏山 1号墳を前方後円墳 と考 えるな

らば、主軸を南西 よ り北東に向けた位置にな

る。 ところが尾根の地形か ら北東方向にある

前方部 と後円部 との くびれ部 と思われる箇所

の線を結んでゆ くと、前方部の形態が著 しく

変形 し、かつ、主軸方向が後円部の中心 と交

わ らな くなって しまい、例 え雨等の 自然崩壊

が著 しい として も疑間を残 さざるを得ない。

又、前方部先端の地形 に於て もなだ らかに斜

面が落 ちてゆ くのみであ り、多少の勾配はあ

るものの前方部の地形 とは言い難 く、自然地

形 と考 えた方が よいように思われ る。

以上の事か ら、前方後円墳 とす るにして も

自然条件を最大限考慮す るとして、にわかに

否定 し難いが、肯定できる積極的な理由はな

い。ただし、帆立貝式前方後円墳 とすると可

能性は考え られな くもないが否定的である。

この地形測量図を もと

に、現在の時点で考 え

られ る事は、丘陵頂部

に築かれた円墳 とす る

のが妥当の様に思われ

る。

最後に、地元の正福

寺住職渡辺達麿氏 。児

玉光正氏 。河相清人氏

の各氏 より有益なる御

教示 を受けた。

記 して感謝の意を表 し

たい。

ス

図 2 正福寺裏山 1号墳と合の坪古墳の位置関係 1:2500
(1.正福寺裏山 1号墳 .2.合 の坪古墳 )

-3-



盤
肛
Ｓ

Ｒ

迦
繁
忙
帥

※

「
１
１
１
１
１
‐‐１
１
１
１
１
「
１
１
　
１
１
１
１
１
１
１

コ

ミ
ｏ
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
ミ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

＼

３
Ｘ

・
の

ヾ

|

U
Ｏ
０
０
‐

Ｏ
Ｏ
゛
‐

|

図 3 正福 寺裏 山 1号 墳 墳 丘 実■ll図

く
=三

二多彩

-4-



<注>
①

②

■ll量 図参照

正福寺住職の話によると、昔寺の屋

敷内に小社があ り、そこを開墾する

と土器が沢山出土 した との事である。

筆者注

『 古代吉備品治国の古墳について』

広島県立府中高等学校地歴部

―昭和 42年一

児玉光正氏によると、以前正福寺 1

号墳に回、合の坪前方後円墳に図、

さらにその東側、倉神社の真上の位

置の平坦地にElと いう札があったと

いう。そこも古墳の可能性が残され

ている様である。

(引 野町 2-328)

⑤

③

④

■975年 7月

我 々は1972年 2月 か ら 1年 間にわた って

福山市内の主要山城跡の現状 と保存状態に関

す る調査 を行な ってきた。以下はその報告で

ある。この報告が地方史研究の一助になれば

と思 っている。猶、調査器材は巻尺 を使用 し、

1000分 の 1略測図を作成 した。

≪本編収録城跡及び調査日時≫

大場山城跡 1972年 2月 27日

別所城跡  1973年 3月 22日

甲谷城跡  1972年 4月  2日
銀山城跡  1972年 3月 21日

1.

2

3

4

福 山 ユー ス

田口義之

岡内譲二

七森博明

関戸和典

猪原 進

松本信二

柏原正尚

村上誠之

三島吉晴

(顧間 )

神谷和孝

ドマ ップクラブ

盈進高校 3年

福山工業高校 3年

近大附属福山高校 3年

同 上

盈進高校 3年

県立松永高校 3年

盈進高校 3年

同 上

同 上

近大附属福山高校教諭
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